
(57)【要約】

【課題】音楽を鳴らしつつ操作音や効果音等を鳴らすこ

とが可能で、内蔵音源を有効に利用できる音源装置を提

供する。

【解決手段】メモリを複数（ＭＭ１，ＭＭ２）設け、一

つのシーケンサーＳＱで各メモリから発音情報を読み出

す。そして、どのメモリからの発音情報を優先して発音

させるべきかについて記述した優先度情報ＴＢに基づい

て、シーケンサーＳＱが発音すべき発音情報を選択して

音源ＳＳ１～ＳＳ１６のそれぞれに割り当てる。メモリ

ＭＭ１，ＭＭ２は、着信メロディ等の音楽の発音情報を

記憶するメモリと、操作音や効果音等の発音情報を記憶

するメモリとに分けておき、後者のメモリの優先度を前

者のメモリの優先度よりも高く設定しておく。そうすれ

ば、音楽再生時は内蔵音源を充分に使用可能で、一方、

操作音や効果音等を同時に鳴らすときにはそれらの発音

情報を音源に優先的に割り当てることができる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 発 音 情 報 を そ れ ぞ れ 記 録 可 能 な 複 数 の メ モ リ と 、
　 音 の 波 形 を そ れ ぞ れ 出 力 可 能 な 複 数 の 音 源 と 、
　 前 記 複 数 の メ モ リ か ら 前 記 発 音 情 報 を 順 次 読 み 出 し 、 前 記 複 数 の 音 源 に 割 り 当 て て 発 音
さ せ る シ ー ケ ン サ ー と
を 備 え 、
　 前 記 発 音 情 報 の 出 自 に 基 づ い て 、 ど の 発 音 情 報 を 優 先 し て 発 音 さ せ る べ き か 、 に つ い て
記 述 し た 優 先 度 情 報 が 定 め ら れ 、
　 前 記 複 数 の 音 源 の 数 よ り も 発 音 す べ き 発 音 情 報 の 数 の 方 が 多 い 場 合 に は 、 前 記 優 先 度 情
報 に 基 づ い て 、 前 記 シ ー ケ ン サ ー は 発 音 さ せ る 発 音 情 報 を 選 択 し て 前 記 複 数 の 音 源 の そ れ
ぞ れ に 割 り 当 て 、
　 前 記 発 音 情 報 の 出 自 と は 、 前 記 発 音 情 報 が 前 記 複 数 の メ モ リ の う ち ど の メ モ リ か ら 出 力
さ れ た か 、 の こ と で あ る
音 源 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 音 源 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 音 源 の そ れ ぞ れ に は 前 記 発 音 情 報 の 出 自 の 情 報 を 記 憶 す る ポ ー ト 情 報 記 憶 部
を さ ら に 備 え る 音 源 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 音 源 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の メ モ リ の 少 な く と も 一 つ に は 、 他 の 前 記 複 数 の メ モ リ か ら の 発 音 情 報 の 読 み
出 し を 一 時 停 止 さ せ る こ と 、 あ る い は 、 他 の 前 記 複 数 の メ モ リ か ら の 発 音 情 報 中 の 音 量 情
報 の 値 を 一 時 的 に 下 げ る こ と に 関 す る 前 記 シ ー ケ ン サ ー の 制 御 を 行 う 制 御 情 報 が 含 ま れ て
い る
音 源 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 携 帯 電 話 や Ｐ Ｄ Ａ （ Personal Digital Assistant） 等 の 携 帯 情 報 端 末 に お
い て 、 電 話 や 電 子 メ ー ル の 着 信 メ ロ デ ィ の 発 生 お よ び 音 楽 の 再 生 を 行 う た め の 音 源 装 置 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 の 情 報 通 信 技 術 の 進 展 は 、 携 帯 電 話 や Ｐ Ｄ Ａ 等 の 携 帯 情 報 端 末 の 機 能 の 拡 大 を 促 進
し て い る 。 そ の 拡 大 さ れ た 機 能 の ひ と つ に 音 楽 再 生 機 能 が あ る 。 す な わ ち 、 携 帯 電 話 等 の
携 帯 情 報 端 末 に お い て も よ り 高 音 質 な 音 楽 が 楽 し め る よ う に と 、 音 楽 用 シ ン セ サ イ ザ 等 の
技 術 を 応 用 し た 音 源 装 置 が そ の 内 部 に 組 み 込 ま れ て い る 。 こ の よ う な 音 源 装 置 の 作 動 に よ
っ て 、 ユ ー ザ は 電 話 や 電 子 メ ー ル の 着 信 時 に 音 楽 を 楽 し む こ と が で き 、 ま た さ ら に 、 携 帯
情 報 端 末 を カ ラ オ ケ 装 置 や ゲ ー ム 機 器 と し て 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ４ に 、 携 帯 情 報 端 末 に 採 用 さ れ る 従 来 の 音 源 装 置 の 構 成 例 を 示 す 。 こ の 音 源 装 置 Ｓ Ｄ
２ は 、 携 帯 情 報 端 末 の 全 体 の 制 御 を 行 う Ｃ Ｐ Ｕ （ Central Processing Unit） １ ０ ０ か ら
、 イ ン タ フ ェ ー ス Ｉ Ｆ を 介 し て 発 音 情 報 （ 音 階 ： pitch、 発 音 開 始 ／ 終 了 時 刻 ： note on,n
ote off、 発 音 音 量 ： volume、 発 音 強 度 ： velocity、 音 色 情 報 ： program numberな ど の 発
音 に 関 す る 情 報 ） を 受 け る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 発 音 情 報 は 一 旦 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ （ First In First Out） メ モ リ Ｍ Ｍ に 格 納 さ れ 、 シ ー ケ ン サ
ー Ｓ Ｑ が 発 音 開 始 時 刻 な ど を 参 照 し つ つ Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ か ら 順 次 、 発 音 情 報 を 読 み 出
す 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ し て 、 読 み 出 し た 発 音 情 報 の 一 連 の 時 系 列 た る シ ー ケ ン ス デ ー タ を 用 い て 、 シ ー ケ ン
サ ー Ｓ Ｑ は 、 音 源 Ｓ Ｓ １ ～ Ｓ Ｓ ８ に 発 音 情 報 を 割 り 当 て て 、 音 楽 を 再 生 す る 。 音 源 Ｓ Ｓ １
～ Ｓ Ｓ ８ は そ れ ぞ れ 、 各 種 音 色 の サ ン プ リ ン グ 波 形 を 記 憶 し て お り 、 シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ の
制 御 に よ り 音 の 波 形 を そ れ ぞ れ 出 力 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の と き シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ は 、 同 時 発 音 可 能 数 （ す な わ ち 音 源 数 ） に よ る 制 限 や 使 用 音
色 等 を 勘 案 し つ つ 、 ポ リ フ ォ ニ ッ ク （ 同 時 多 声 ） 発 音 が 可 能 と な る よ う 、 音 源 Ｓ Ｓ １ ～ Ｓ
Ｓ ８ の そ れ ぞ れ に 適 宜 、 シ ー ケ ン ス デ ー タ を 割 り 当 て る 。 な お 、 図 ４ の 場 合 、 シ ー ケ ン サ
ー Ｓ Ｑ が 制 御 可 能 な 音 源 数 は 、 音 源 Ｓ Ｓ １ ～ Ｓ Ｓ ８ の ８ 個 で あ る 。 ま た 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ
Ｍ Ｍ に は 、 複 数 の チ ャ ン ネ ル （ 例 え ば １ ～ ８ Ｃ ｈ ） ご と の 発 音 情 報 が 記 憶 さ れ て い て も よ
い 。 な お 、 チ ャ ン ネ ル 数 と 音 源 数 と は 対 応 し て い る わ け で は な く 、 和 音 の 場 合 な ど １ Ｃ ｈ
で 多 数 の 音 源 を 占 有 す る 場 合 も あ り う る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ４ に お い て は 音 源 Ｓ Ｓ １ ～ Ｓ Ｓ ８ に 加 え て 、 音 源 Ｓ Ｓ ９ ～ Ｓ Ｓ １ ６ も 設 け ら れ て い る
。 こ れ ら の 音 源 は 、 シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ が 音 源 Ｓ Ｓ １ ～ Ｓ Ｓ ８ を 用 い て 音 楽 を 再 生 し て い る
場 合 で あ っ て も 、 例 え ば 携 帯 情 報 端 末 の 操 作 音 や 効 果 音 等 を 即 時 に 鳴 ら す （ 割 り 込 み 鳴 動
さ せ る ） た め に 設 け ら れ た 音 源 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 仮 に 、 操 作 音 や 効 果 音 等 の 情 報 を Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ に 与 え て 、 シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ で 操
作 音 や 効 果 音 等 を 鳴 ら そ う と す る と 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ に は 例 え ば ５ 秒 分 程 度 の シ ー ケ
ン ス デ ー タ が 既 に 入 っ て い る た め に 、 そ れ ら を 再 生 し 終 わ っ て か ら で な い と 操 作 音 や 効 果
音 等 を 鳴 ら せ な い こ と と な る 。 操 作 音 や 効 果 音 等 は 、 携 帯 情 報 端 末 を 操 作 し た と 同 時 に 、
あ る い は 、 電 子 メ ー ル 着 信 等 の イ ベ ン ト が 発 生 す る と 同 時 に 、 鳴 る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ の た め 、 音 源 装 置 Ｓ Ｄ ２ に お い て は 、 操 作 音 や 効 果 音 等 を 、 シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ の 行 う
制 御 に よ っ て で は な く 、 携 帯 情 報 端 末 の Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ０ か ら の 音 源 Ｓ Ｓ ９ ～ Ｓ Ｓ １ ６ へ の （
イ ン タ フ ェ ー ス Ｉ Ｆ を 介 し て の ） 直 接 制 御 に よ っ て 鳴 ら す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 こ の 出 願 の 発 明 に 関 連 す る 先 行 技 術 文 献 情 報 と し て は 次 の も の が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ２ １ ０ １ ５ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ４ の 音 源 装 置 Ｓ Ｄ ２ の 場 合 、 シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ を 内 蔵 し て い る に も か か わ ら ず 、 割 り
込 み 鳴 動 を 行 う た め に 、 音 源 装 置 の 外 部 の Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ０ が 直 接 、 音 源 の 制 御 を 行 う 必 要 が
あ る 。 そ の た め 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ０ の 負 担 が 大 き い 。 音 源 を 直 接 、 制 御 す る 場 合 に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ
１ ０ ０ が 発 音 の タ イ ミ ン グ を と る 必 要 や 、 各 音 源 で の 発 音 の 同 期 を と る 必 要 が あ る か ら で
あ る 。 シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ０ に そ の よ う な 負 担 を か け な い た め に 導 入 さ れ て
い る の で あ り 、 図 ４ の 音 源 装 置 Ｓ Ｄ ２ は そ の 点 で 改 善 の 余 地 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ５ は 、 上 記 の 観 点 か ら 音 源 装 置 Ｓ Ｄ ２ を 改 良 し た 構 成 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ５ に
示 す よ う に 、 こ の 音 源 装 置 Ｓ Ｄ ３ は 、 着 信 メ ロ デ ィ 等 の 音 楽 を 鳴 ら す た め の Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ
リ Ｍ Ｍ １ お よ び シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ １ と 、 操 作 音 や 効 果 音 等 を 鳴 ら す た め の Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ
Ｍ Ｍ ２ お よ び シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ ２ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う に メ モ リ お よ び シ ー ケ ン サ ー を ２ 系 列 備 え て お れ ば 、 外 部 の Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ０ が 音
源 を 直 接 制 御 す る 必 要 が 無 い の で 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ０ の 負 担 が 軽 く な る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ０ は 、 着
信 メ ロ デ ィ 等 の 音 楽 の 発 音 情 報 に つ い て は Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ １ に 入 力 さ れ る よ う に 制 御
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し 、 操 作 音 や 効 果 音 等 の 発 音 情 報 に つ い て は Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ ２ に 入 力 さ れ る よ う に 制
御 す る だ け で よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ ２ に は 、 音 楽 に 比 べ て 発 音 時 間 が 短 い 操 作 音 等 の 発 音 情 報
が 入 力 さ れ る の で 、 発 音 の 処 理 が 迅 速 に 行 え る 。 よ っ て 、 シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ ２ は 、 Ｆ Ｉ Ｆ
Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ ２ に 発 音 情 報 が 入 力 さ れ た と き に 、 即 座 に 発 音 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 し か し 、 図 ４ の 音 源 装 置 Ｓ Ｄ ２ お よ び 図 ５ の 音 源 装 置 Ｓ Ｄ ３ 、 い ず れ の 場 合 も 、 音 楽 の
発 音 情 報 に 使 用 さ れ る 音 源 と 、 操 作 音 や 効 果 音 等 の 発 音 情 報 に 使 用 さ れ る 音 源 と が 区 分 さ
れ て い る （ 音 楽 の 発 音 情 報 に は 音 源 Ｓ Ｓ １ ～ Ｓ Ｓ ８ が 、 操 作 音 や 効 果 音 等 の 発 音 情 報 に は
音 源 Ｓ Ｓ ９ ～ Ｓ Ｓ １ ６ が 、 固 定 的 に 割 り 当 て ら れ て い る ） 。 操 作 音 や 効 果 音 等 の 発 音 情 報
は 、 一 般 的 に 音 楽 に 比 べ て 発 音 時 間 が 短 い の で 、 一 度 鳴 ら し た 後 に は 音 源 Ｓ Ｓ ９ ～ Ｓ Ｓ １
６ が 使 用 さ れ な い 状 態 が 続 く 場 合 が あ り 、 図 ４ や 図 ５ の 場 合 の よ う に 内 蔵 音 源 数 が 多 数 あ
っ た と し て も 、 そ の 全 て を 有 効 に 利 用 し て い る と は い え な か っ た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ こ で 、 こ の 発 明 の 課 題 は 、 音 楽 を 鳴 ら し つ つ 操 作 音 や 効 果 音 等 を 鳴 ら す こ と が 可 能 で
、 内 蔵 音 源 を 有 効 に 利 用 で き る 音 源 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 発 音 情 報 を そ れ ぞ れ 記 録 可 能 な 複 数 の メ モ リ と 、 音 の 波 形 を
そ れ ぞ れ 出 力 可 能 な 複 数 の 音 源 と 、 前 記 複 数 の メ モ リ か ら 前 記 発 音 情 報 を 順 次 読 み 出 し 、
前 記 複 数 の 音 源 に 割 り 当 て て 発 音 さ せ る シ ー ケ ン サ ー と を 備 え 、 前 記 発 音 情 報 の 出 自 に 基
づ い て 、 ど の 発 音 情 報 を 優 先 し て 発 音 さ せ る べ き か 、 に つ い て 記 述 し た 優 先 度 情 報 が 定 め
ら れ 、 前 記 複 数 の 音 源 の 数 よ り も 発 音 す べ き 発 音 情 報 の 数 の 方 が 多 い 場 合 に は 、 前 記 優 先
度 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 シ ー ケ ン サ ー は 発 音 さ せ る 発 音 情 報 を 選 択 し て 前 記 複 数 の 音 源 の
そ れ ぞ れ に 割 り 当 て 、 前 記 発 音 情 報 の 出 自 と は 、 前 記 発 音 情 報 が 前 記 複 数 の メ モ リ の う ち
ど の メ モ リ か ら 出 力 さ れ た か 、 の こ と で あ る 音 源 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 音 源 装 置 で あ っ て 、 前 記 複 数 の 音 源 の そ れ
ぞ れ に は 前 記 発 音 情 報 の 出 自 の 情 報 を 記 憶 す る ポ ー ト 情 報 記 憶 部 を さ ら に 備 え る 音 源 装 置
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 音 源 装 置 で あ っ て 、 前 記 複
数 の メ モ リ の 少 な く と も 一 つ に は 、 他 の 前 記 複 数 の メ モ リ か ら の 発 音 情 報 の 読 み 出 し を 一
時 停 止 さ せ る こ と 、 あ る い は 、 他 の 前 記 複 数 の メ モ リ か ら の 発 音 情 報 中 の 音 量 情 報 の 値 を
一 時 的 に 下 げ る こ と に 関 す る 前 記 シ ー ケ ン サ ー の 制 御 を 行 う 制 御 情 報 が 含 ま れ て い る 音 源
装 置 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 優 先 度 情 報 に 基 づ い て 、 シ ー ケ ン サ ー は 発 音 さ せ る 発
音 情 報 を 選 択 し て 複 数 の 音 源 の そ れ ぞ れ に 割 り 当 て る 。 よ っ て 例 え ば 、 複 数 の メ モ リ を 、
着 信 メ ロ デ ィ 等 の 音 楽 の 発 音 情 報 を 記 憶 す る メ モ リ と 、 操 作 音 や 効 果 音 等 の 発 音 情 報 を 記
憶 す る メ モ リ と に 分 け て お き 、 後 者 の メ モ リ の 優 先 度 を 前 者 の メ モ リ の 優 先 度 よ り も 高 く
設 定 し て お く 。 そ う す れ ば 、 音 楽 再 生 時 は 内 蔵 音 源 を 充 分 に 使 用 可 能 で 、 一 方 、 操 作 音 や
効 果 音 等 を 同 時 に 鳴 ら す と き に は 操 作 音 や 効 果 音 等 の 発 音 情 報 を 音 源 に 優 先 的 に 割 り 当 て
る こ と の 可 能 な 音 源 装 置 が 得 ら れ る 。 こ れ に よ り 、 音 楽 を 鳴 ら し つ つ 操 作 音 や 効 果 音 等 を
鳴 ら す こ と が 可 能 で 、 内 蔵 音 源 を 有 効 に 利 用 で き る 音 源 装 置 が 実 現 で き る 。 ま た 、 発 音 情
報 の 出 自 と は 、 発 音 情 報 が 複 数 の メ モ リ の う ち ど の メ モ リ か ら 出 力 さ れ た か 、 の こ と で あ
る 。 よ っ て 、 メ モ リ の 優 先 度 を 設 定 す る こ と に よ り 、 発 音 情 報 の 音 源 へ の 詳 細 な 割 り 当 て
が 可 能 と な る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 音 源 の そ れ ぞ れ に は 発 音 情 報 の 出 自 の 情 報 を 記
憶 す る ポ ー ト 情 報 記 憶 部 を さ ら に 備 え る 。 よ っ て 、 シ ー ケ ン サ ー が 、 発 音 さ せ る 発 音 情 報
を 選 択 し て 複 数 の 音 源 の そ れ ぞ れ に 割 り 当 て る 際 に 、 現 在 、 占 有 さ れ て い る 音 源 の う ち ど
の 音 源 に 優 先 度 の 高 い 発 音 情 報 を 割 り 当 て れ ば よ い の か 、 判 断 が し や す い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の メ モ リ の 少 な く と も 一 つ に は 、 他 の 複 数 の メ モ
リ か ら の 発 音 情 報 の 読 み 出 し を 一 時 停 止 さ せ る こ と 、 あ る い は 、 他 の 前 記 複 数 の メ モ リ か
ら の 発 音 情 報 中 の 音 量 情 報 の 値 を 一 時 的 に 下 げ る こ と に 関 す る シ ー ケ ン サ ー の 制 御 を 行 う
制 御 情 報 が 含 ま れ て い る 。 よ っ て 、 シ ー ケ ン サ ー に 対 し て 、 他 の メ モ リ か ら の 発 音 情 報 の
読 み 出 し を 一 時 停 止 さ せ る 、 あ る い は 、 発 音 情 報 中 の 音 量 情 報 の 値 を 一 時 的 に 下 げ る 、 制
御 を 行 わ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 は 、 メ モ リ を 複 数 設 け 、 一 つ の シ ー ケ ン サ ー で 複 数 の メ モ リ か ら 発
音 情 報 を 読 み 出 す 音 源 装 置 で あ っ て 、 ど の メ モ リ や チ ャ ン ネ ル か ら の 発 音 情 報 を 優 先 し て
発 音 さ せ る べ き か 、 に つ い て 記 述 し た 優 先 度 情 報 に 基 づ い て 、 シ ー ケ ン サ ー が 発 音 す べ き
発 音 情 報 を 選 択 し て 複 数 の 音 源 の そ れ ぞ れ に 割 り 当 て る 音 源 装 置 で あ る 。 そ し て 、 複 数 の
メ モ リ を 、 着 信 メ ロ デ ィ 等 の 音 楽 の 発 音 情 報 を 記 憶 す る メ モ リ と 、 操 作 音 や 効 果 音 等 の 発
音 情 報 を 記 憶 す る メ モ リ と に 分 け て お き 、 後 者 の メ モ リ の 優 先 度 を 前 者 の メ モ リ の 優 先 度
よ り も 高 く 設 定 し て お く 。 そ う す れ ば 、 音 楽 再 生 時 は 内 蔵 音 源 を 充 分 に 使 用 可 能 で 、 一 方
、 操 作 音 や 効 果 音 等 を 同 時 に 鳴 ら す と き に は 操 作 音 や 効 果 音 等 の 発 音 情 報 を 音 源 に 優 先 的
に 割 り 当 て る こ と の 可 能 な 音 源 装 置 が 得 ら れ る 。 こ れ に よ り 、 音 楽 を 鳴 ら し つ つ 操 作 音 や
効 果 音 等 を 鳴 ら す こ と が 可 能 で 、 内 蔵 音 源 を 有 効 に 利 用 で き る 音 源 装 置 が 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 音 源 装 置 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ に 示 す 通 り 、 こ の
音 源 装 置 Ｓ Ｄ １ は 、 携 帯 情 報 端 末 の 全 体 の 制 御 を 行 う Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ０ か ら 発 音 情 報 を 受 け る
イ ン タ フ ェ ー ス Ｉ Ｆ を 備 え て い る 。 そ し て 、 図 ５ の 音 源 装 置 Ｓ Ｄ ３ と 同 様 に 、 着 信 メ ロ デ
ィ 等 の 音 楽 を 鳴 ら す た め の Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ １ と 、 操 作 音 や 効 果 音 等 を 鳴 ら す た め の Ｆ
Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ ２ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 こ の 音 源 装 置 Ｓ Ｄ １ に お い て も 、 外 部 の Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ０ が 音 源 を 直 接 制 御 す る 必 要
が 無 い の で 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ０ の 負 担 は 軽 い 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ０ は 、 着 信 メ ロ デ ィ 等 の 音 楽 の 発 音
情 報 に つ い て は Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ １ に 入 力 さ れ る よ う に 制 御 し 、 操 作 音 や 効 果 音 等 の 発
音 情 報 に つ い て は Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ ２ に 入 力 さ れ る よ う に 制 御 す る だ け で よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 た だ し 、 音 源 装 置 Ｓ Ｄ ３ の 場 合 と 異 な り 、 シ ー ケ ン サ ー は 一 つ 設 け ら れ て い る だ け で あ
る 。 シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ は 、 発 音 開 始 時 刻 な ど を 参 照 し つ つ Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ １ ， Ｍ Ｍ ２
に 格 納 さ れ た 発 音 情 報 を 順 次 、 読 み 出 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て 、 読 み 出 し た 発 音 情 報 の 一 連 の 時 系 列 た る シ ー ケ ン ス デ ー タ を 用 い て 、 シ ー ケ ン
サ ー Ｓ Ｑ は 、 音 源 Ｓ Ｓ １ ～ Ｓ Ｓ １ ６ に 発 音 情 報 を 割 り 当 て て 、 音 楽 を 再 生 す る 。 音 源 Ｓ Ｓ
１ ～ Ｓ Ｓ １ ６ は そ れ ぞ れ 、 各 種 音 色 の サ ン プ リ ン グ 波 形 を 記 憶 し て お り 、 シ ー ケ ン サ ー Ｓ
Ｑ の 制 御 に よ り 音 の 波 形 を そ れ ぞ れ 出 力 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 図 ４ お よ び 図 ５ の 場 合 と 異 な り 、 シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ は 複 数 の Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ か ら
発 音 信 号 を 受 け る こ と に な る が 、 こ れ は シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ の 入 力 ポ ー ト を 増 や す こ と で 容
易 に 対 応 可 能 で あ る 。 ま た 、 シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ は 音 源 Ｓ Ｓ １ ～ Ｓ Ｓ １ ６ の 全 て を 制 御 す る
こ と に な る が 、 こ れ も シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ の 出 力 ポ ー ト を 増 や す こ と で 容 易 に 対 応 可 能 で あ
る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 音 楽 再 生 の 際 、 音 源 の 数 よ り も 発 音 す べ き 数 の 方 が 少 な い 、 ま た は 等 し い 場 合 に は 、 シ
ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ は 、 ポ リ フ ォ ニ ッ ク 発 音 が 可 能 と な る よ う 、 音 源 Ｓ Ｓ １ ～ Ｓ Ｓ １ ６ の そ れ
ぞ れ に 適 宜 、 シ ー ケ ン ス デ ー タ を 割 り 当 て る 。 な お 、 図 １ の 場 合 、 シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ が 制
御 可 能 な 音 源 数 は 、 音 源 Ｓ Ｓ １ ～ Ｓ Ｓ １ ６ の １ ６ 個 で あ る 。 ま た 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ １
， Ｍ Ｍ ２ に は 、 複 数 の チ ャ ン ネ ル （ 例 え ば １ ～ １ ６ Ｃ ｈ ） ご と の 発 音 情 報 が 記 憶 さ れ て い
て も よ い 。 な お 、 チ ャ ン ネ ル 数 と 音 源 数 と は 対 応 し て い る わ け で は な く 、 和 音 の 場 合 な ど
１ Ｃ ｈ で 多 数 の 音 源 を 占 有 す る 場 合 も あ り う る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 方 、 音 源 の 数 よ り も 発 音 す べ き 数 の 方 が 多 い 場 合 に は 、 シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ は 、 ど の 発
音 情 報 を 優 先 し て 発 音 さ せ る べ き か 選 択 す る 必 要 が あ る 。 こ の 場 合 の 処 理 を 行 う た め に 、
シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ に は 、 発 音 情 報 の 出 自 に 基 づ い て ど の 発 音 情 報 を 優 先 し て 発 音 さ せ る べ
き か に つ い て 記 述 し た Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ 優 先 度 情 報 Ｔ Ｂ が 与 え ら れ る 。 ま た 、 各 音 源 Ｓ Ｓ １ ～ Ｓ Ｓ
１ ６ に は そ れ ぞ れ 、 発 音 情 報 の 出 自 の 情 報 を 記 憶 す る 、 す な わ ち 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ １
， Ｍ Ｍ ２ の う ち ど の メ モ リ か ら の 発 音 情 報 が 現 在 、 割 り 当 て ら れ て い る の か を 記 憶 す る ポ
ー ト 情 報 記 憶 部 Ｐ Ｍ １ ～ Ｐ Ｍ １ ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ 優 先 度 情 報 Ｔ Ｂ と ポ ー ト 情 報 記 憶 部 Ｐ Ｍ １ ～ Ｐ Ｍ １ ６ と を 有 す る 構 成 の 音 源 装
置 の 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま ず 、 図 １ で は 、 発 音 情 報 の 出 自 が 複 数 の メ モ リ の う ち ど の メ モ リ か ら で あ る の か 、 の
場 合 が 示 さ れ て い る 。 そ し て 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ 優 先 度 情 報 Ｔ Ｂ と し て 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ ご と の 優
先 度 が 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 す な わ ち 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ 優 先 度 情 報 Ｔ Ｂ で は 例 え ば 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ １ か ら の 発 音 情 報
な ら ば （ ど の チ ャ ン ネ ル で あ っ て も ） 優 先 度 は １ ０ 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ ２ の 発 音 情 報 な
ら ば （ ど の チ ャ ン ネ ル で あ っ て も ） 優 先 度 は １ ５ な ど の よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ は 、 読 み 込 ん だ 発 音 情 報 の う ち 、 そ の 優 先 度 の 大 小 を 比 較 し て 、 発 音
す べ き 発 音 情 報 を 選 択 す る 。 そ し て 、 音 源 Ｓ Ｓ １ ～ Ｓ Ｓ １ ６ の そ れ ぞ れ に 発 音 す べ き 発 音
情 報 を 割 り 当 て る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 例 え ば Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ １ の 発 音 情 報 と 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ ２ の 発 音 情 報 と を 比 較
し た 場 合 、 後 者 の 優 先 度 の 方 が 高 い の で 、 音 源 へ の 割 り 当 て が 競 合 し た 場 合 に は 後 者 の 発
音 情 報 が 優 先 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 す な わ ち 例 え ば 、 も し 仮 に 各 音 源 Ｓ Ｓ １ ～ Ｓ Ｓ １ ６ の 全 て が 、 音 楽 の 発 音 情 報 を 記 憶 し
た Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ １ か ら の 発 音 情 報 （ １ ６ 和 音 分 ） に よ っ て 現 在 、 占 有 さ れ て い た と
し て も 、 操 作 音 や 効 果 音 と し て の 発 音 情 報 が Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ ２ か ら 入 力 さ れ た 場 合 、
シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ は 各 音 源 Ｓ Ｓ １ ～ Ｓ Ｓ １ ６ の い ず れ か 任 意 の 音 源 に Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ
２ の 発 音 情 報 を 割 り 当 て る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 よ っ て 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ １ ， Ｍ Ｍ ２ の よ う な 複 数 の メ モ リ を 、 着 信 メ ロ デ ィ 等 の 音
楽 の 発 音 情 報 を 記 憶 す る メ モ リ と 、 操 作 音 や 効 果 音 等 の 発 音 情 報 を 記 憶 す る メ モ リ と に 分
け て お き 、 後 者 の メ モ リ の 優 先 度 を 前 者 の メ モ リ の 優 先 度 よ り も 高 く 設 定 し て お く 。 そ う
す れ ば 、 音 楽 再 生 時 は 内 蔵 音 源 を 充 分 に 使 用 可 能 で 、 一 方 、 操 作 音 や 効 果 音 等 を 同 時 に 鳴
ら す と き に は 操 作 音 や 効 果 音 等 の 発 音 情 報 を 音 源 に 優 先 的 に 割 り 当 て る こ と の 可 能 な 音 源
装 置 が 得 ら れ る 。 こ れ に よ り 、 音 楽 を 鳴 ら し つ つ 操 作 音 や 効 果 音 等 を 鳴 ら す こ と が 可 能 で
、 内 蔵 音 源 を 有 効 に 利 用 で き る 音 源 装 置 が 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 次 に 、 図 １ の ポ ー ト 情 報 記 憶 部 Ｐ Ｍ １ ～ Ｐ Ｍ １ ６ に つ い て 説 明 す る 。 優 先 度 の 上 位 の 発
音 情 報 の う ち 未 割 り 当 て の 発 音 情 報 を 、 現 在 割 り 当 て 済 み の 音 源 に 新 た に 割 り 当 て る に は
、 現 在 そ の 音 源 が ど の Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ の デ ー タ に 占 有 さ れ て い る か を シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ が
知 る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ポ ー ト 情 報 記 憶 部 Ｐ Ｍ １ ～ Ｐ Ｍ １ ６ は 、 こ の た め に 設 け ら れ て い る の で あ っ て 、 各 音 源
を 占 有 し て い る 発 音 情 報 の 出 自 に つ い て の 情 報 を 記 憶 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の よ う に 、 ポ ー ト 情 報 記 憶 部 Ｐ Ｍ １ ～ Ｐ Ｍ １ ６ を 備 え て お れ ば 、 シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ が
、 発 音 さ せ る 発 音 情 報 を 選 択 し て 複 数 の 音 源 の そ れ ぞ れ に 割 り 当 て る 際 に 、 現 在 、 占 有 さ
れ て い る 音 源 の う ち ど の 音 源 に 優 先 度 の 高 い 発 音 情 報 を 割 り 当 て れ ば よ い の か 、 判 断 が し
や す い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 発 音 情 報 の 出 自 の 情 報 と し て 、 ど の メ モ リ の ど の チ ャ ン ネ ル か ら 出 力 さ れ た か 、
を 採 用 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ の 場 合 、 図 ２ に 示 す 通 り 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ 優 先 度 情 報 Ｔ Ｂ は 、 例 え ば Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ １
， Ｍ Ｍ ２ の う ち ど の メ モ リ の ど の チ ャ ン ネ ル か ら の 発 音 情 報 を 優 先 し て 発 音 さ せ る べ き か
、 に つ い て 記 述 し た テ ー ブ ル 情 報 と な る 。 図 ２ に お い て は 、 そ の 優 先 度 を 数 の 大 小 で 表 し
て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 例 え ば Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ １ の 発 音 情 報 の う ち Ｃ ｈ １ の 発 音 情 報 と 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ
Ｍ ２ の 発 音 情 報 の う ち Ｃ ｈ １ の 発 音 情 報 と を 比 較 し た 場 合 、 前 者 は 優 先 度 １ ２ ８ と 設 定 さ
れ 、 後 者 は １ ９ ２ と 設 定 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 後 者 の 優 先 度 の 方 が 高 い の で 、 音 源 へ の
割 り 当 て が 競 合 し た 場 合 に は 後 者 の 発 音 情 報 が 優 先 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ で は 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ １ ， Ｍ Ｍ ２ の そ れ ぞ れ の チ ャ ン ネ ル の 発 音
情 報 が 入 り 乱 れ て 入 力 さ れ る こ と も あ る 。 例 え ば 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ １ か ら Ｃ ｈ １ ～ １
３ の 発 音 情 報 が 入 力 さ れ 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ ２ か ら Ｃ ｈ １ ２ ～ １ ５ の 発 音 情 報 が 入 力 さ
れ る 場 合 が 考 え ら れ る 。 こ の と き 、 合 計 １ ７ 個 の 発 音 情 報 が 入 力 さ れ て い る の で 、 ど れ か
一 つ の 発 音 情 報 が 選 択 さ れ な い こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の よ う な 場 合 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ ２ の 発 音 情 報 で あ る か ら と い っ て 、 必 ず し も 発 音
す べ き で あ る と は 限 ら な い 。 そ の 場 合 に は 、 各 発 音 情 報 の 優 先 度 を 比 較 す る こ と で 、 ど の
発 音 情 報 を 消 し て ど の 発 音 情 報 を 出 力 す べ き か 判 断 す る 。 こ の こ と を 説 明 す る の が 、 図 ３
の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 す な わ ち 、 シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ は 、 外 部 か ら の 制 御 ク ロ ッ ク 周 期 等 に 基 づ い て 定 期 的 に 各
Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ １ ， Ｍ Ｍ ２ 内 の 発 音 情 報 を 取 り 込 む （ ス テ ッ プ Ｓ ０ １ ） 。 こ の と き 、
発 音 す べ き 数 が 音 源 数 を 超 え て い る か ど う か 判 断 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ２ ） 。 も し 超 え て
い な け れ ば 、 音 源 に は 空 き が あ る 、 ま た は 空 き が 生 じ る の で 、 現 在 割 り 当 て 済 み の 音 源 以
外 の 空 い た 音 源 に 、 追 加 の 発 音 情 報 を 割 り 当 て る （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ３ ） 。 そ し て 、 各 音 源 に
発 音 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ４ ） 。 そ し て 、 再 び ス テ ッ プ Ｓ ０ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 一 方 、 発 音 す べ き 数 が 音 源 数 を 超 え て い れ ば 、 音 源 へ の 発 音 情 報 の 割 り 当 て が 競 合 す る
の で 、 シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ は 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ 優 先 度 情 報 Ｔ Ｂ を 参 照 し て 割 り 当 て る べ き 発 音 情 報
の 選 択 を 行 う 。 こ の 選 択 は 例 え ば 、 各 発 音 情 報 の 優 先 度 を Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ 優 先 度 情 報 Ｔ Ｂ か ら 読
み 出 し て 、 優 先 度 の 上 位 か ら 音 源 の 数 の 分 だ け の 発 音 情 報 を 選 択 し （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ５ ） 、
そ の 中 で 未 割 り 当 て の 発 音 情 報 を 、 現 在 割 り 当 て 済 み の 音 源 に 新 た に 割 り 当 て る こ と に よ
り 行 え ば よ い （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ３ ） 。 そ し て 、 各 音 源 に 発 音 さ せ れ ば よ い （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ４
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） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の よ う に 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ 優 先 度 情 報 Ｔ Ｂ に 、 複 数 の チ ャ ン ネ ル の う ち ど の チ ャ ン ネ ル か ら
の 発 音 情 報 を 優 先 し て 発 音 さ せ る べ き か に つ い て も 記 述 し て お け ば 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ の 優
先 度 だ け で な く 、 チ ャ ン ネ ル の 優 先 度 も 設 定 す る こ と に よ っ て 、 発 音 情 報 の 音 源 へ の よ り
詳 細 な 割 り 当 て が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ 優 先 度 情 報 Ｔ Ｂ に つ い て は 、 図 ２ の よ う な テ ー ブ ル 形 式 で な く て も よ い
。 例 え ば Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ １ の 各 チ ャ ン ネ ル に つ い て だ け 優 先 度 を 設 定 し て お き 、 Ｆ Ｉ
Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ ２ の 各 チ ャ ン ネ ル に つ い て は 、 そ れ ぞ れ １ ． ５ 倍 し た 値 を 採 用 す る 、 な ど
の よ う に 計 算 を 行 っ て 求 め る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 な お 、 図 ２ の 場 合 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ １ ， Ｍ Ｍ ２ の そ れ ぞ れ に お い て 、 チ ャ ン ネ ル 数
が 増 す ご と に そ の 優 先 度 が 低 く な る よ う 設 定 さ れ て い る （ た だ し 、 チ ャ ン ネ ル １ ０ は 例 外
） 。 こ れ は 、 ス タ ン ダ ー ド Ｍ Ｉ Ｄ Ｉ (Musical Instrument Digital Interface)フ ァ イ ル 等
で 採 用 さ れ る こ と の 多 い 考 え 方 に 倣 っ た も の で あ る 。 す な わ ち 、 低 い 数 字 の チ ャ ン ネ ル に
は メ ロ デ ィ や リ ズ ム セ ク シ ョ ン 等 の 、 欠 落 が あ っ て は 音 楽 と し て 成 り 立 ち に く い 要 素 を 割
り 当 て 、 高 い 数 字 の チ ャ ン ネ ル に は 装 飾 的 な 弦 楽 器 音 等 の パ ー ト を 割 り 当 て て い る の で あ
る （ な お 、 チ ャ ン ネ ル １ ０ は ド ラ ム セ ク シ ョ ン が 割 り 当 て ら れ る こ と が 多 い た め 、 高 い チ
ャ ン ネ ル 数 で あ る に も か か わ ら ず 優 先 度 が 高 く 設 定 さ れ て い る ） 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ２ の よ う な 優 先 度 情 報 を 採 用 す る 場 合 に は 、 ポ ー ト 情 報 記 憶 部 Ｐ Ｍ １ ～ Ｐ Ｍ １ ６ は 、
Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ １ ， Ｍ Ｍ ２ の う ち ど の メ モ リ の ど の チ ャ ン ネ ル か ら の 発 音 情 報 を 割 り
当 て ら れ て い る の か を 記 憶 す る 。 そ う す れ ば 、 上 記 と 同 様 、 シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ が 、 発 音 さ
せ る 発 音 情 報 を 選 択 し て 複 数 の 音 源 の そ れ ぞ れ に 割 り 当 て る 際 に 、 現 在 、 占 有 さ れ て い る
音 源 の う ち ど の 音 源 に 優 先 度 の 高 い 発 音 情 報 を 割 り 当 て れ ば よ い の か 、 判 断 が し や す い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 な お 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ １ お よ び Ｍ Ｍ ２ に は 、 発 音 情 報 以 外 に も 、 他 の メ モ リ か ら の
発 音 情 報 に 関 す る シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ の 制 御 を 行 う 制 御 情 報 が 含 ま れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 例 え ば 、 操 作 音 や 効 果 音 と し て の 発 音 情 報 が Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ ２ か ら シ ー ケ ン サ ー Ｓ
Ｑ に 入 力 さ れ た 場 合 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ １ か ら 入 力 さ れ て い る 音 楽 の 発 音 を 一 時 的 に ミ
ュ ー ト し た い 場 合 な ど が 考 え ら れ る 。 こ の よ う な と き は 、 発 音 情 報 に 加 え て Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ
リ Ｍ Ｍ ２ か ら 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ １ か ら の 発 音 情 報 に 関 す る シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ の 制 御 を
行 う 制 御 情 報 が 出 力 さ れ れ ば 、 シ ー ケ ン サ ー Ｓ Ｑ に 対 し て 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ Ｍ Ｍ １ か ら の
音 楽 の 発 音 情 報 の 読 み 出 し を 一 時 停 止 さ せ る 、 あ る い は 、 発 音 情 報 中 の 音 量 情 報 の 値 を 一
時 的 に 下 げ る 、 な ど の 制 御 を 行 わ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 音 源 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 音 源 装 置 の 優 先 度 情 報 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 音 源 装 置 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 音 源 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 音 源 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 １ ０ ０ 　 Ｃ Ｐ Ｕ
　 Ｉ Ｆ 　 イ ン タ フ ェ ー ス
　 Ｍ Ｍ ， Ｍ Ｍ １ ， Ｍ Ｍ ２ 　 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ
　 Ｓ Ｑ ， Ｓ Ｑ １ ， Ｓ Ｑ ２ 　 シ ー ケ ン サ ー
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　 Ｓ Ｓ １ ～ Ｓ Ｓ １ ６ 　 音 源
　 Ｔ Ｂ 　 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ 優 先 度 情 報
　 Ｐ Ｍ １ ～ Ｐ Ｍ １ ６ 　 ポ ー ト 情 報 記 憶 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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